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能
—
—
—
—

菊
慈
童
（
き
く
じ
ど
う
）

魏
の
文
帝
は
、
　
縣
山
よ
り
流
れ
出
る
不
思
議
な
水
が
あ
る
と
聞
き
、

勅
使
（
ワ
キ
）
を
遣
わ
す
。
勅
使
は
泉
を
探
し
歩
く
う
ち
、
辺
り
一
面
に

菊
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
中
に
、
一
軒
の
庵
を
見
つ
け
る
が
、
そ
こ
に
一

人
の
少
年
（
シ
テ
）
が
現
れ
、
周
の
穆
王
に
仕
え
た
慈
童
だ
と
名
乗
る
。

穆
王
の
時
代
か
ら
は
す
で
に
七
百
年
。
驚
く
勅
使
。
慈
童
は
穆
王
よ
り

二
句
の
妙
文
（
具
一
切
功
徳
　
慈
眼
視
衆
生
。
福
聚
海
無
量
　
是
故
応

頂
礼
）
が
記
さ
れ
た
枕
を
賜
り
、
そ
の
妙
文
を
菊
の
葉
に
写
し
た
こ
と

を
語
る
。
滴
る
水
は
薬
の
水
と
な
り
、
そ
の
水
を
飲
ん
で
七
百
年
も
の

齢
を
重
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
慈
童
は
菊
に
戯
れ
て
舞
い
、

帝
の
長
寿
を
寿
ぎ
、
ま
た
山
の
中
へ
と
姿
を
消
す
の
で
あ
っ
た
。

実
は
慈
童
は
、
帝
の
枕
を
ま
た
い
で
し
ま
っ
た
た
め
に
　
縣
山
に
流

罪
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
に
触
れ
は
せ
ず
、

不
老
長
寿
を
寿
ぐ
と
い
う
祝
言
性
の
高
い
曲
に
仕
上
げ
て
い
る
。

ま
た
小
書
「
遊
舞
之
楽
」
は
、
舞
の
演
奏
が
変
わ
り
、
よ
り
遊
興
性

を
増
し
た
演
出
と
な
る
。

舞
囃
子
—
—
—
—

杜
若
（
か
き
つ
ば
た
）

自
ら
を
杜
若
の
精
で
あ
る
と
語
る
女
。
歌
舞
の
菩
薩
で
あ
る
業
平
が

和
歌
に
詠
ん
で
く
れ
た
お
か
げ
で
、
草
木
ま
で
も
が
成
仏
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
と
語
り
、
業
平
ゆ
か
り
の
冠
と
唐
衣
を
ま
と
っ
た
美
し
い
姿

で
舞
を
舞
う
。

狂
言
—
—
—
—

鎌
腹
（
か
ま
ば
ら
）

妻
に
怒
ら
れ
渋
々
柴
狩
り
に
行
く
怠
け
者
の
太
郎
は
、
妻
に
侮
辱
さ

れ
る
ぐ
ら
い
な
ら
と
鎌
で
腹
を
切
ろ
う
と
す
る
が
、
気
後
れ
し
て
な
か

な
か
死
ね
な
い
。
こ
れ
を
聞
き
つ
け
た
妻
が
現
れ
、
泣
い
て
止
め
よ
う

と
す
る
が
…
。

仕
舞
—
—
—
—

賀
茂
（
か
も
）
…
雲
間
か
ら
稲
妻
を
光
ら
せ
、
雷
雨
を
起
こ
し
て
現
れ
た

賀
茂
神
社
の
別
雷
神
。
五
穀
成
就
、
国
土
守
護
も
こ
の
神
徳
ゆ
え
と
威

光
を
現
し
、
虚
空
へ
と
上
が
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

水
無
月
祓
（
み
な
づ
き
ば
ら
え
）
…
六
月
晦
日
の
賀
茂
神
社
。
狂
女
は
、
茅

の
輪
を
く
ぐ
り
悪
を
祓
う
「
夏
越
の
祓
」
の
こ
と
を
語
り
つ
つ
舞
う
。

鵜
飼
（
う
か
い
）
…
殺
生
の
罪
科
の
た
め
に
死
ん
だ
鵜
飼
を
弔
う
僧
の
も

と
に
現
れ
た
閻
魔
大
王
。
悪
人
が
仏
果
を
得
た
の
も
法
華
経
の
力
だ
と

語
り
、
法
華
経
の
功
徳
と
慈
悲
を
勧
め
て
消
え
失
せ
る
。

能
—
—
—
—
船
弁
慶
（
ふ
な
べ
ん
け
い
）

平
家
が
滅
び
た
後
、
兄
の
源
頼
朝
と
不
仲
に
な
っ
た
源
義
経
は
、
嫌

疑
を
晴
ら
す
べ
く
西
国
落
ち
を
決
意
す
る
。
摂
津
国
尼
崎
大
物
浦
ま
で

一
行
が
到
着
し
た
時
、
弁
慶
（
ワ
キ
）
の
薦
め
を
受
け
入
れ
て
静
御
前
を

都
へ
帰
す
こ
と
に
な
る
。
弁
慶
は
静
の
宿
を
訪
ね
て
こ
の
由
を
伝
え
る

が
、
静
（
前
シ
テ
）
は
弁
慶
の
一
存
で
来
た
も
の
と
誤
解
し
、
義
経
に
直

訴
す
る
。
し
か
し
義
経
か
ら
も
重
ね
て
都
へ
帰
る
よ
う
伝
え
ら
れ
、
心

沈
む
静
。
別
離
に
あ
た
り
、
春
秋
時
代
に
越
王
勾
踐
を
助
け
て
功
を
上

げ
た
陶
朱
公
の
故
事
を
語
り
つ
つ
、
義
経
の
無
事
を
祈
り
舞
を
舞
う
。

最
後
に
は
、
烏
帽
子
を
脱
ぎ
捨
て
て
静
は
帰
っ
て
い
く
。（
中
入
）

義
経
一
行
が
船
出
す
る
と
俄
か
に
風
が
荒
れ
始
め
、
平
知
盛
（
後
シ
テ
）

を
始
め
と
す
る
平
家
の
怨
霊
た
ち
が
波
間
に
現
れ
、
義
経
一
行
を
海
に

沈
め
よ
う
と
襲
い
掛
か
っ
て
く
る
が
、
弁
慶
が
五
大
明
王
に
祈
る
力
に
、

怨
霊
は
次
第
に
遠
ざ
か
り
、
波
間
に
消
え
失
せ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

前
シ
テ
の
優
美
な
舞
と
、
後
シ
テ
の
豪
快
な
長
刀
さ
ば
き
。
全
く
異

な
る
人
物
で
、
前
後
の
対
比
が
鮮
や
か
な
曲
で
あ
る
。
感
情
こ
そ
は
異

な
る
も
の
の
、
義
経
に
対
す
る
執
着
心
や
、
弁
慶
に
行
く
手
を
阻
ま
れ

る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
両
者
に
重
な
る
部
分
も
あ
る
。
静
御
前
は
、

神
泉
苑
で
舞
い
、
天
候
神
で
あ
る
龍
神
を
感
応
さ
せ
た
と
い
う
伝
承
の

持
ち
主
。
そ
の
彼
女
が
同
行
し
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
海
は
荒
れ
、
そ
こ

に
知
盛
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
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附
祝
言

【
終
了
予
定
　
午
後
五
時
頃
】

従
臣
　
野
見
山
光
政

従
臣
　
高
橋
　
正
光

判
官
ノ
従
者
　
舘
田
　
善
博

判
官
ノ
従
者
　
森
　
常
太
郎

船
頭
　
三
宅
　
右
矩

遊
舞
之
楽

能
　
　

船
弁
慶
弁
慶
　
森
　
　
常
好

判
官
源
義
経
　
松
浦
　
　
薫

静
　

鈴
木
　
啓
吾

知
盛
ノ
怨
霊

賀
　
　
茂

津
村
禮
次
郎

仕
舞
　

水
無
月
祓

坂
　
真
太
郎

鵜
　
　
飼
キ
リ
　
　
　
桑
田
　
貴
志

池
上
　
彰
悟

地
謡

中
森
　
貫
太

中
所
　
宜
夫

古
川
　
　
充

某
　
三
宅
　
右
近

狂
言
　

鎌
　
腹
太
郎
　
三
宅
　
近
成

女
　
高
澤
　
祐
介

【
休
憩
十
五
分
】

【
休
憩
十
分
】

能
　
　

菊
慈
童
勅
使
　
安
田
　
　
登

慈
童
　
杉
澤
　
陽
子

馬
場
加
奈
子
　
坂
　
真
太
郎

後
見

新
井
麻
衣
子

地
謡

池
上
　
彰
悟
　
中
森
　
貫
太

奥
川
　
恒
治

河
井
　
美
紀
　
中
所
　
宜
夫

桑
田
　
貴
志
　
古
川
　
　
充

大
鼓
　
佃
　
良
太
郎

太
鼓
　
大
川
　
典
良

小
鼓
　
田
邉
　
恭
資

笛
　
藤
田
　
貴
寛

大
鼓
　
柿
原
　
光
博

太
鼓
　
梶
谷
　
英
樹

小
鼓
　
幸
　
　
信
吾

笛
　
栗
林
　
祐
輔

菅
野
　
貞
男
　
坂
　
真
太
郎

後
見

墨
　
　
敬
子

地
謡

藤
村
　
　
答
　
中
所
　
宜
夫

津
村
禮
次
郎

吉
留
　
敬
高
　
中
森
　
貫
太

桑
田
　
貴
志
　
奥
川
　
恒
治

●
第
３
回
例
会
…
…
…
…
９
月
16
日（
月
・
祝
）
午
後
一
時
開
演

能
…
…
…
花
筺

H
anagatam

i

…
…
…
…
…
…
…
…
津
村
禮
次
郎

狂
言
…
…
佐
渡
狐

Sadogitsune

…
…
…
…
…
…
…
野
村
　
万
作

能
…
…
…
鵺
白
頭N

ue hakutou

…
…
…
…
…
…
中
所
　
宜
夫

第
二
回
例
会
　
番
組

馬
場
加
奈
子

地
謡

新
井
麻
衣
子

津
村
禮
次
郎

河
井
　
美
紀

舞
囃
子
　
　

杜
　
若

足
立
　
禮
子

大
鼓
　
柿
原
　
光
博

太
鼓
　
梶
谷
　
英
樹

小
鼓
　
田
邉
　
恭
資

笛
　
栗
林
　
祐
輔


